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令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －４  学校施設 施策 １ －４ －１  学校施設等の適正な維持管理と 運営

創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育
てでき るまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理と 運営 安全・ 安心な防犯対策の推進と 学校給食センタ ーの適切な管理運営

方針

安全・ 安心で、 多様な学習内容や形態に対応でき る 施設整備を 図り ます。

目標

１ 　 学校施設・ 設備の良好な環境整備

　 学校施設・ 設備の老朽化等に伴う 改修や整備が引き 続き 必要です。 良好な教育環境のため長寿命化改修を 中心と し た計画的な老朽化対策工事や修繕を 進める

と と も に、 教材等の整備を 引き 続き 進めます。

２ 　 安全・ 安心な防犯対策の推進

　 近年、 学校に不審者が侵入する 事件が全国的に発生し ています。 不審者の学校侵入を 防止する ための対策と し て、 防犯設備の整備を 推進し ます。

３ 　 学校給食セン タ ーの適切な管理運営

　 施設・ 設備等の老朽化に伴う 更新およ び修繕を 引き 続き 計画的に進める と と も に、 定期的な保守点検と 衛生管理の徹底を 図り 、 安全・ 安心で栄養バラ ン スの

と れたおいし い給食を 安定的に提供し ます。

４ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

　 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想によっ て整備さ れたＩ Ｃ Ｔ 機器を 利活用し 、 一人ひと り の学習進度に合わせた教育を 推進する ほか、 校務効率化を 図り ます。

実績

１ 　 学校施設・ 設備の良好な環境整備

（  １ ） 上山市学校施設長寿命化計画に基づき 、 計画的に環境改善工事を １ 校行う と と も に老朽箇所の改修工事や急な修繕対応を 行いまし た。  また、 計画的に

学校の備品や教材の更新、 整備を 行いまし た。

２ 　 安全・ 安心な防犯対策の推進

（  １ ） 校内への不審者侵入防止対策の一つと し て、 来訪者を 職員室で確認でき る よ う に、 小・ 中学校の昇降口と 職員室を つなぐ モニタ ー付き ド アホン 及び電気

錠を 設置し 、 その維持管理及び運用方法、 改善点の点検を 行いまし た。 また、 緊急通報装置の設置の有無についての検討を 行いまし た。

３ 　 学校給食セン タ ーの適切な管理運営

（  １ ） 施設・ 設備の定期的な保守点検と 衛生管理の徹底を 図り 、 安心・ 安全で栄養バラ ン スの取れた美味し い給食の提供を 行いまし た。

４ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

（  １ ） 令和元年度以降に導入し た機器類が更新時期を 迎えるこ と から 、 動作環境の遅さ などの課題を 解決するため、 国の交付金を 活用し 、 第２ 期Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ー

ル構想に基づく フ ルク ラ ウド 環境の整備や端末更新を 実施し まし た。 また、 環境の更新に合わせ、 教職員研修を 実施し まし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

環境改善のための工事を 実施し た学校の数 校 １ １ － －

学校給食施設・ 設備等における食中毒や異物混入によ る 事故
発生件数

件 ８ ８ － －

指標の変化に対する 分析

工事を 実施し た学校数については、 上山市学校施設長寿命化計画に基づき 工事を 行っ ている ため１ 校の工事と なり まし た。

食中毒によ る 事故は前年同様に発生し ていませんが、 異物混入においては、 給食セン タ ーを 経由し ない主食（ ごはん・ パン） ３ 件・ 給食セン タ ーを 経由し た主

菜・ 副菜等５ 件が発生し ています。

目標の実現に向けた今後の取組

環境改善のための工事について、 引き 続き 上山市学校施設長寿命化計画に基づき 工事や老朽箇所の修繕を 進めてまいり ます。

令和７ 年度に整備し たフ ルク ラ ウド の新教育ネッ ト ワーク と 児童生徒用端末の更新など、 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実を 図り ながら 、 教職員の働き 方改革を 促すこ と によ

り 、 児童生徒に向き 合う 時間を 創出し 、 児童生徒主体の個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実を 図り ます。

また、 学校給食について搬入さ れる 食材の検収、 調理作業時の安全対策の徹底を 図り 、 事故発生の防止に努めます。
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令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －４  学校施設 施策 １ －４ －２  学校規模の適正化の推進

創生総合戦略 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てでき る まち へ～ 学校規模の適正化の推進 よ り よ い学校の在り 方の検討

方針

活力ある 学校教育の実現に向け、 学校規模の適正化を 図り ます。

目標

１ 　 よ り よ い学校の在り 方の検討

　 児童生徒数はさ ら に減少傾向が見込まれます。 一定規模の集団生活の中で、 多様な考え方に触れ、 社会性を 養う と と も に確かな学力を 獲得する ため、 引き 続

き 、 今後想定さ れる 複式学級の解消に努める 必要があり ます。

　 今後の人口の動態を ふまえ、 教育課程の目的を 達成する ために必要な、 望まし い学校規模およ びよ り よ い学校の在り 方など、 検討委員会において将来構想の

策定を 進めます。

実績

１ 　 よ り よ い学校の在り 方の検討

（  １ ） 令和６ 年度から 継続し て、 上山市みら いの学校構想検討委員会（ 保護者代表・ 有識者等15名で構成） による 協議を 実施（ 全８ 回） 。 約１ 年半にわたる 検

討を 重ね、 検討委員会から 、 本市の望まし い教育内容と 学校環境を まと めた「 上山市みら いの学校構想」 を 答申と し て市教育委員会で受けまし た。

（  ２ ） 上山みら いの学校づく り 市民説明会を 開催（ 全５ 会場　 参加人数55人 ９ ～10月） 。 最新の検討内容である 「 みら いの学校構想（ 案） 」 を 説明し 、 頂い

た意見を 検討委員会での協議へ反映し まし た。

（  ３ ） 統廃合及び小中一貫教育の事例について確認する ため、 事務局で新庄市立明倫学園の視察を 実施し まし た。 また、 上山市総合教育会議及び上山市議会議

員研修会で「 みら いの学校構想（ 案） 」 を 説明し 、 頂いた意見を 検討委員会での協議へ反映し まし た。

（  ４ ） 広報の実施。 市報令和７ 年９ 月号でアン ケート 結果及び検討状況を 周知し まし た。 また通年で、 市ホームページで取組経過を 掲載し 周知し まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

学校規模適正化に係る 会議等の参加人数 人 216 131 － －

3



2

指標の変化に対する 分析

令和６ 年度は、 みら いの学校へのニーズの聞き 取り 段階であっ たこ と から 全23会場（ 保育園、 小・ 中学校、 公民館等） で意見交換会を 開催し まし た。 令和７ 年

度はニーズ結果を 基に検討委員会による 協議を 中心に進め、 策定し た「 みら いの学校構想（ 案） 」 について、 全５ 会場（ 小学校区単位と 市役所） で市民説明会

を 開催し まし た。

令和６ 年度の意見交換会時に、 地区から 子育て世代の意見を 一緒に聞き たいと の要望があっ たこ と から 、 令和７ 年度の市民説明会は、 会場を 小学校区単位・ 市

役所と し 、 対象者を 限定せず開催し たこ と で、 参加人数は減少し たも のの、 幅広い世代から 概ね「 みら いの学校構想（ 案） 」 の内容に合致する意見が得ら れま

し た。

目標の実現に向けた今後の取組

構想の答申を 受けて今年度４ 月から 、 市役所内の関係課による 学校統合に関する市の基本方針の検討を開始し まし た。 学校の具体的な統合形態や時期・ 場所は、

保護者等のみなさ んの意見や財政負担を 踏まえて市が決定し てまいり ます。
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令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －２  学校教育 施策 １ －２ －１  豊かな感性と 健やかな体の育成

創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育成 いのちの教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健や
かな体の育成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実

方針

いのち の教育の推進や体験活動の充実を 図り 、 豊かな人間性や社会性、 健やかな体を 育成し ます。

目標

１ 　 いのち の教育の推進

　 日常の生徒指導を 基盤と する 発達支持的な生徒指導や、 チーム学校によ る 指導体制の充実によ り 、 いじ めや不登校等の生徒指導上の課題の未然防止、 早期発

見によ る 迅速な対応に努めます。

　 また、 安全・ 安心な学校・ 学級風土の醸成により 、 教育活動を 通し て児童生徒の自尊感情を 高め、 自己のよ さ に気づける よ う にし ます。

２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

　 読書に親し んだり 運動の経験を 増やし たり する取組を 推進し 、 学びに向かう 力や社会性、 コ ミ ュ ニケーショ ン 能力等の非認知能力を 育成し ます。 発達段階に

応じ て健康で安全な生活を 送る こ と ができ る よ う 、 体力・ 運動能力の向上や食習慣を はじ めと する 基本的な生活習慣を 改善し ます。

３ 　 体験活動の充実

　 上山の自然や文化を 活かし た体験活動を 充実する こ と によ り 、 豊かな感性を 育みます。 上山で働く 大人と 関わるキャ リ アスタ ート ウィ ーク の取組を 通し て、

主体的に自己の進路を 見つめ、 将来の夢や希望を 思い描ける よ う にし ます。

実績

１ 　 いのち の教育の推進

（  １ ） 児童生徒の学級満足度についてのアン ケート （ Ｑ Ｕ アン ケート ） を 実施し 、 それに関する 教職員研修会及びＳ Ｏ Ｓ の出し 方・ 受け止め方研修の実施によ

り 学校全体で児童生徒の指導上の課題の未然防止、 早期発見に努めまし た。

２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

（  １ ） 中学校でのキャ リ アスタ ート ウィ ーク の実施によ り 職業観、 社会性、 コ ミ ュ ニケーショ ン 能力等の育成を 図り まし た。 また、 水泳指導等民間委託によ っ

て、 環境に左右さ れず専門的な指導を 受けるこ と で体力・ 運動能力の向上を 図り まし た。

３ 　 体験活動の充実

（  １ ） コ ミ ュ ニティ スク ールの仕組みを 生かし て、 地域の特産である 干し 柿作り や米作り 体験など地域と 連携し た体験的な学びを 推進し まし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

Ｑ Ｕ アン ケート において児童・ 生徒が「 学級での生活に満足
し ている 」 と 回答し た割合

% 54 62 － －

体力テスト においてＢ 判定以上である児童・ 生徒の割合 % 31 37 － －

指標の変化に対する 分析

Ｑ Ｕ アン ケート において児童生徒が「 学級での生活に満足し ている 」 と し た割合については、 教員が子ども と 向き 合う 時間の創出に重点を 置いた施策によ り 向

上し たも のと 考えら れます。 体力テスト の結果については、 水泳指導民間委託によ り 、 環境に左右さ れず専門的な指導を 受けたこ と なども 体力向上の一因と 考

えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

児童生徒の状況を 適切に把握し 課題解決の手だてを 教員が学ぶ場と し て、 ＷＥ Ｂ Ｑ Ｕ 分析活用研修会やＳ Ｏ Ｓ の出し 方・ 受け止め方研修会を 引き 続き 実施し 、

児童生徒の良さ を 引き 出せる よう な教育活動を 行っ てまいり ます。
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令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －２  学校教育 施策 １ －２ －２  魅力ある 学校づく り の推進

創生総合戦略 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てでき る まち へ～ 魅力ある 学校づく り の推進 確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

方針

地域と の連携を 図り 、 社会や子ど も の教育的ニーズに対応し た魅力ある 学校づく り を 推進し ます。

目標

１ 　 「 一人ひと り の可能性を ひら く 」 確かな学力の育成

　 学力の３ 要素である「 知識およ び技能」 「 思考力・ 判断力・ 表現力等」 「 学びに向かう 力、 人間性等」 を バラ ンスよ く 育むため、 主体的・ 対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善に努めます。 また、 小中連携を 推進し 、 ９ 年間を 見据えた学びの連続性・ 系統性を 重視する と と も に、 児童生徒の主体的な学びを 促し

ます。

２ 　 安全・ 安心で信頼さ れる学校づく り

　 Ｑ -Ｕ アンケート の実施によ り 、 学級集団や個々の児童生徒の状況を 客観的に把握し 、 いじ めや不登校の未然防止や居心地のよい学級経営の充実を 図り ます。

　 また、 児童生徒の安全・ 安心を 確保するため、 学校運営協議会を 効果的に活用し ながら 、 学校・ 家庭・ 地域・ その他関係機関と の連携を 推進し ます。

３ 　 多様な教育的ニーズに対応し た教育の推進

　 すべての児童生徒がそれぞれの能力や特性に応じ た教育を 受けら れる よう にイ ンク ルーシブ教育システムを 推進し ます。

　 また、 児童生徒が心豊かに学び続けら れる よ う 、 校内における き め細かな指導・ 支援体制の充実に努めます。 さ ら に、 関係機関等と の連携を 図り 、 適正な就

学や教育支援、 不登校児童生徒の学びの場や機会を 保障し ます。

実績

１ 　 「 一人ひと り の可能性を ひら く 」 確かな学力の育成

（  １ ） 各小中学校において、 大学教授の授業づく り アド バイ ザーを 年１ ～３ 回招聘し 、 授業改善のために指導・ 助言を 受けまし た。

２ 　 安全・ 安心で信頼さ れる学校づく り

（  １ ） ＷＥ Ｂ Ｑ Ｕ の結果を 踏まえ、 教員がデータ の見方や手立てについて学ぶ機会を 設けまし た。 また、 学校運営協議会で各校の課題や要望を 委員で共有し 、

地域と の連携を 強化し まし た。

３ 　 多様な教育的ニーズに対応し た教育の推進

（  １ ） 教育支援委員会を ５ 回開催し 、 就学時・ 在籍変更の児童生徒の適切な学びの検討を 行い、 ニーズに応じ た教育環境の提供に努めまし た。 また、 学校に行

き づら さ を 感じ る 児童生徒に対し 、 上山市教育支援セン タ ーを 相談窓口、 西郷小中学校を 学びの場と し て、 児童生徒の思いに寄り そいながら 学ぶ機会の

提供を 行いまし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

Ｎ Ｒ Ｔ 検査において50以上である 児童・ 生徒の割合 % 51 53 － －

児童・ 生徒が全国学力・ 学習状況調査において「 学校に行く
のは楽し い」 と 回答し た割合

% 80 86 － －

指標の変化に対する 分析

Ｎ Ｒ Ｔ 検査と 全国学力・ 学習状況調査の結果を 踏まえた職員研修等を 行い、 個々の児童生徒の理解に基づいた学級経営と 児童生徒や学級集団を 支える 体制づく

り が推進さ れたためと 考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

教員の子ども と 向き 合う 時間の創出と と も に授業づく り 等の研修を 充実さ せ、 個々の教師の授業力を 向上さ せる こ と で、 「 確かな学力」 の育成を 図り ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －２  学校教育 施策 １ －２ －３  特色ある 学校づく り の推進

創生総合戦略 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てでき る まち へ～ 特色ある 学校づく り の推進 地域の特色を 活かし た活動の充実と 特色ある 学校づく り の推

進

方針

ふる さ と に誇り を も ち、 豊かな自然・ 歴史・ 文化など、 地域の特色を 活かし た学校づく り を 推進し ます。

目標

１ 　 豊かな自然・ 歴史・ 文化など 、 地域の特色を 活かし た活動の充実

　 「 地域と と も にある学校づく り 」 や「 学校を 核にし た地域づく り 」 を 一体的に進める ため、 各学校の地域の実情に応じ た特色ある 教育活動を 展開する ための

支援を 充実し ます。

　 また、 斎藤茂吉のふる さ と と し て、 短歌教室やかみのやま教育の日の記念式典における 短歌大会等を 開催し 、 児童生徒の郷土愛の醸成を 図り ます。

２ 　 児童生徒主体の特色ある学校づく り の推進

　 平成26年度に子ど も たち 自身の手によ っ て制定し た「 かみのやま子ども 宣言」 の意識化・ 具現化を 図る ため、 各学校の代表児童生徒を 構成メ ン バーと する

「 かみのやま子ども 会議」 を 定期的に開催し ます。

　 また、 上山市の一員と し てでき るこ と を 、 各学校の児童会や生徒会の取組と 連動さ せ、 児童生徒が主体と なっ て実践でき る よう に支援し ます。

実績

１ 　 豊かな自然・ 歴史・ 文化など 、 地域の特色を 活かし た活動の充実

（  １ ） 総合的な学習の時間等を 活用し 、 地域の人材や資源を 活かし た各校独自の活動を 推進する と と も に、 その様子や成果を 学校だよ り 等で保護者や地域に発

信し まし た。 また、 小学５ 年生と 中学３ 年生を 対象に講師を 招聘し ての短歌教室を 開催し 、 教育の日記念式典で短歌を 発表する 場を 設け、 学びの成果を

披露し まし た。

２ 　 児童生徒主体の特色ある学校づく り の推進

（  １ ） 夏休みに「 上山子ども 会議」 を 開催し 、 小中学生が交流を 深める と と も に、 地域の課題や地域を 支える ための具体的な取組について共に考える 機会を 設

けまし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

学校評価において保護者が「 特色ある教育活動が展開さ れて
いる」 と 回答し た割合

% 85 84 － －
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指標の変化に対する 分析

各学校が地域に根差し た教育活動を 展開し 、 短歌教育や子ども 会議の充実を 図っ たこ と で、 児童生徒の学びを 家庭や地域に還元でき ている ため、 指標に大き な

変化は見ら れませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

各校の特色ある 教育活動への支援を 継続すると と も に、 学校生活の中に地域に根差し た体験や活動を 取り 入れ、 児童生徒の郷土愛の醸成を 図り ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －３  グローバル社会 施策 １ －３ －１  英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成

創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成 小中学校における英語教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるま
ちへ～ 英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成 英語によるコ ミ ュ ニケーショ ン機会の創出

方針

英語に触れ、 親し む活動や英語を 用いてお互いの気持ち や考えを 伝え合う 活動を 通し 、 英語によ る 実践的なコ ミ ュ ニケーショ ン能力を 育成し ます。

目標

１ 　 小中学校における英語教育の推進

　 Ａ Ｌ Ｔ や地域おこ し 協力隊等を 配置すると と も に、 小中連携の視点を 重視し 、 言語活動を 核と し た英語教育を 推進し ます。

　 また、 小中学校で一貫性のある 特別な英語教育を 提供する こ と によ り 豊かなコ ミ ュ ニケーショ ン の能力や国際的視野を 備えた人材を 育成する ため、 「 英語特

区」 の指定に向けた検討を 行います。

２ 　 英語によ るコ ミ ュ ニケーショ ン機会の創出

　 幼児およ び児童生徒が英語を 使っ てコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 機会を 創出する と と も に、 市民によ る 英語の学び直し の機会を 提供する こ と で、 英語を 学ぶ楽

し さ を 味わえるよ う にし ます。

　 また、 オン ラ イ ン によ る 国際交流の機会やＡ Ｌ Ｔ 等を 講師と し た英語体験教室、 外国人訪問客への英語によ る おも てなし の場など、 英語によ る コ ミ ュ ニケー

ショ ン の機会を 創出し ます。

実績

１ 　 小中学校における英語教育の推進

（  １ ） 外国人Ａ Ｌ Ｔ ２ 人及び地域おこ し 協力隊員１ 人を 配置し 、 小学校３ 年生から 中学校３ 年生の各ク ラ スに週１ 回以上サポート でき る派遣体制を 整えまし た。

英語教育コ ーディ ネータ ーを 中心に、 月１ 回開催し たＡ Ｌ Ｔ 打合せにて効果的な活動例等を 共有し 、 ニュ ースレ タ ー等の共通プロ ジェ ク ト に取り 組みま

し た。

（  ２ ） 中学校２ ・ ３ 年生がＧ Ｔ Ｅ Ｃ （ 英語技能検定） を 受験し 、 今後の指導に生かせる よ う 、 英語教育推進委員会においてその結果を 分析し まし た。

（  ３ ） 山形県が主催し た「 県グローバル人材育成に向けた英語教育推進事業」 に英語教育推進委員７ 人が参加し 、 授業参観、 事後研修での意見交換、 大学教授

の講話を 聴く などし て指導力の向上を 図り まし た。

２ 　 英語によ るコ ミ ュ ニケーショ ン機会の創出

（  １ ） サマーキャ ンプを 開催し 、 20人の児童がゲームや新Ａ Ｌ Ｔ と の交流を 楽し みまし た。 また、 ク リ スマスイ ベント と し て「 サンタ さ んと お電話」 を 実施し 、

小学１ ～２ 年生８ 名が参加し まし た。

（  ２ ） 英語教育コ ーディ ネータ ー主催の英検対策講座を ３ 回実施し 、 二次試験の練習を 行いまし た。

（  ３ ） 教育の日に生徒８ 人がエコ ーホールで英語のスピ ーチを 披露し まし た。 また、 加勢鳥の開催時に生徒８ 人が、 国内外から 集まっ た訪問客の前でウエルカ

ムスピーチと し て英語による 加勢鳥の紹介を 行っ た後、 ３ グループで各10組の外国人にイ ンタ ビ ュ ーするなどし てコ ミ ュ ニケーショ ン を 図り まし た。 ま

た、 生徒８ 人が上山の民話を 英語で語る スト ーリ ーテリ ン グを 開催、 40人の聴衆が集まり まし た。
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中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

英語検定受験料補助金を 申請し た生徒の割合 % ６ 14 － －

市英語教育推進委員会が実施する 「 英語についてのアンケー
ト 」 において「 学習以外で日常的に英語を 使う 機会が十分に
あっ た」 ( ※１ ) と 回答し た児童・ 生徒の割合
※１ 　 地域の人や外国にいる 人と 英語で話す、 英語のテレ ビ
やホームページを 見る と 回答

% 38 39 － －

指標の変化に対する 分析

英語検定受験料補助金については、 受験様式を 問わず、 対象を 小学生にも 拡大し 、 市役所を 準会場と し て英検を 行う など し て、 申請件数が増加し まし たが、 対

象拡大によ り 分母が大き く なり 、 パーセン テージと し ては大き な伸びではあり ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

英語検定受験料補助金については、 市役所を 準会場と し た英検の実施を 継続し 、 連絡配信システムや市報掲載で情報提供する などし て、 制度の認知度を 上げて

いき ます。 また、 小学１ ・ ２ 年生も 英語に触れる 機会を 提供し 、 英語教育コ ーディ ネータ ーを 中心にＡ Ｌ Ｔ の授業以外の活動で英語を 使う 機会を 創出し ていき

ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －５  社会教育 施策 １ －５ －１  生涯学習環境の整備

創生総合戦略 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てでき る まち へ～ 生涯学習環境の整備 心豊かな子ど も の育成と 多様な体験を 通し た人材の育成

方針

生涯学習環境の整備を 図り ます。

目標

１ 　 生涯学習の推進

　 地区公民館では、 住民の学習ニーズや地域の抱える 課題を 的確に捉え、 人・ 自然・ 歴史・ 文化等の地域特性を 活かし た生涯学習を 展開し 、 幅広い年代に多様

な学習の機会を 提供し ます。

　 また、 住民が安心し て快適に利用でき る生涯学習環境の充実を 図る ため、 地区公民館や公民館類似施設を 整備・ 支援し 、 利用者の利便性の向上を 図り ます。

２ 　 心豊かな子ども の育成

　 次代を 担う 子ども たち の情操や道徳心を 培い豊かな人間性を 育むため、 学校・ 家庭・ 地域等多様な主体と 連携を 図り ながら 家庭教育の支援に取り 組むほか、

放課後子ども 教室等では、 豊かな人材や地域の資源を 活用し た各種プロ グラ ム等を 提供する こ と を 通し て、 心豊かな子ども の育成に努めます。

３ 　 多様な体験を 通し た人材の育成

　 人・ 自然・ 歴史・ 文化など、 ふるさ と の地域特性を 活かし 、 生涯学習の魅力を 体感する 機会を 創出する こ と を 通し て、 こ れから の地域のコ ミ ュ ニティ を 担う

人材を 育成し 、 心の豊かさ を 育みます。

実績

１ 　 生涯学習の推進

（  １ ） 各地区公民館において、 各事業の目的や成果と 課題を 踏まえながら 地域の特色を 活かし た事業、 講座や教室を 開催し 、 毎月公民館だよ り を 発行、 各戸に

配付する と と も に、 ホームページによ る 情報提供を 行いまし た。 また、 令和４ 年度から 引き 続き 10地区公民館全てにおいて指定管理者制度によ る 効果的

で効率的な運営を 行っ ており ます。 さ ら に、 中部地区公民館外壁改修工事、 南部地区公民館駐輪場設置工事、 山元地区公民館エン ト ラ ン ス改修工事を 行

い、 利用者の利便性の向上を 図り まし た。

２ 　 心豊かな子ども の育成

（  １ ） 市内の保育施設等５ 施設で家庭教育に関する学習機会等の提供を 行いまし た。 また、 放課後子ど も 教室を 市内２ か所で開催し 、 放課後・ 週末の子ども の

居場所づく り を 行いまし た。

３ 　 多様な体験を 通し た人材の育成

（  １ ） 子ど も 会育成連絡協議会主催事業では、 好評だっ た令和６ 年度開催のド ッ ヂビ ー体験会の内容を さ ら に充実さ せたド ッ ヂビ ーフ ェ スティ バルを 開催し 、

子ども 会の活性化と 子ども たちの体力増進・ 健全育成を 図り まし た。 海の子山の子交歓会では、 事業終了後アン ケート を 行い「 参加し てと ても よ かっ た・

よ かっ た」 は95%に達し まし た。 ジュ ニアリ ーダーあすなろ では、 十日町いろ は市に出店し 、 あすなろ 自ら が企画し たヨ ーヨ ー釣り と 飲み物販売を 実施

する と と も に、 「 困っ ている 方の力になり たい」 と いう 思いから 収益の一部を 赤い羽根共同募金へ寄付し まし た。 子ども たち や地域の方々と の交流を 通

13



2

じ て地域活性化に貢献する活動ができ まし た。  令和６ 年度から 始まっ た富士登山交流事業では、 本市参加者同士の交流を 促進するため班編成を 混合に

し 、 登山中は職員およ び参加者同士の声掛けが多く 行われまし た。 声掛けがあっ たから 諦めず登るこ と ができ た、 仲間の大切さ を 学べたと いう 意見が多

く 上がり 、 学びが多い交流事業と なり まし た。  青少年育成市民会議表彰式を 開催し 、 業績顕著である 青少年団体及び青少年育成功労者並びにいじ め防

止標語優秀作品の表彰を 行いまし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

公民館事業へ参加し た人数 人 20, 963 19, 619 － －

放課後子ども 教室参加児童の満足度 % 82 93 － －

指標の変化に対する 分析

公民館事業へ参加し た人数につき まし ては、 コ ロ ナ禍があけ、 各地区公民館において実施する 公民館事業参加者が毎年度、 徐々に増加し てき ており ますが、 令

和７ 年度につき まし ては熊の多数出没等により 中止と なっ たウォ ーキン グ等の公民館事業があっ たため、 減少し たも のと 考えており ます。

放課後子ども 教室参加児童の満足度については、 児童の興味や関心を 引く 、 普段体験でき ないよ う なプロ グラ ムの実施により 、 児童が楽し さ や充実感を 得やす

かっ たと 考えており ます。

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 地区公民館を 中心に人・ 自然・ 歴史・ 文化等の地域特性を 活かし た生涯学習を 展開し 、 幅広い年代に多様な学習の機会を 提供し てまいり ます。 また、 放

課後子ども 教室ではアンケート を 行い、 子ども たちや保護者から の意見を 収集し 、 得ら れたフ ィ ード バッ ク を 基にプロ グラ ムを 改善し 、 満足度の向上に努めま

す。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －５  社会教育 施策 １ －５ －２  図書館機能の充実と 読書活動の推進

創生総合戦略 ３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てでき る まち へ～ 図書館機能の充実と 読書活動の推進 魅力ある 図書館づく り

方針

利用し やすい図書館づく り と 読書に親し みやすい環境づく り を 進めます。

目標

１ 　 魅力ある 図書館づく り

　 図書資料等を 計画的・ 体系的に収集し 、 所蔵資料の充実を 図り 、 利用者の多様なニーズや課題に対応するこ と で、 読書活動を 推進し ます。

　 また、 子ど も 達が読書を 通し て感性を 磨き 、 豊かな想像力や思いやり の心を はぐ く み、 人間性を 養う こ と ができ る よ う 、 読書に親し む機会の提供と 環境の整

備・ 充実を 図るこ と で子ど も の読書活動を 推進し ます。

　 さ ら に、 生涯学習の拠点施設と し て、 地域関連講座や企画展等を 開催し 、 学びの機会を 提供する と と も に、 図書館来館のき っ かけづく り を 行い、 生涯学習を

推進し ます。

実績

１ 　 魅力ある 図書館づく り

（  １ ） 図書資料等について、 購入のほか寄贈も 含めて4, 227点の受入れを 行いまし た。 一般・ 児童それぞれに新着本コ ーナーを 設置し 、 利用が進むよ う に目に

留まり やすく し ています。

　 ブ ッ ク スタ ート アド バイ ザーによ る 子育て支援講座を 開催し たほか、 こ ども の読書週間に合わせたテーマ展示、 上山明新館高等学校図書委員会と 連携

し たおすすめ本のチラ シを 小中学校の長期休暇前に配布する など、 子ども の読書活動を 推進し まし た。

　 生涯学習拠点施設と し て、 109の事業・ イ ベン ト と 時節や時事に応じ た29のテーマ展示を 行い、 関連図書を 紹介・ 展示するこ と で学びが広がる よ う 図

書館資料を 活用し まし た。

　 図書館だより 「 来ぶら り 」 を 年２ 回発行し たほか、 市報・ チラ シ・ ホームページ・ Ｓ Ｎ Ｓ （ Facebook） ・ 市公式Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ・ 県生涯学習情報システム

（ やまがたマナビ ィ net ） などを 活用し 広報活動を 行いまし た。

　 設備面では視聴覚室の老朽化し たＡ Ｖ 機器を 更新し 、 名作映画鑑賞会や各種講演等を よ り よ い音響・ 映像で円滑に実施でき る よ う になり まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

図書館の入館者数 人 82, 266 88, 436 － －

図書館での貸出冊数 冊 81, 688 85, 580 － －
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2

指標の変化に対する 分析

魅力ある 企画展や事業等の開催と 図書資料の展示が入館者数及び貸出冊数の増加につながっ たほか、 掲示物の更新や備品の配置換え等の環境整備、 グループ学

習室の利用基準の見直し 等、 図書館を利用し やすく するための改善も 増加に寄与し まし た。 グループ学習室の利用が増加し 中学生や若年層の入館が増えまし た。

目標の実現に向けた今後の取組

図書資料を 充実さ せながら 、 各種事業を 企画開催する と と も に広報の方法を 工夫し て来館のき っ かけづく り を 行い、 利用者増を 図り ます。 また、 親し みやすく

利用し やすい図書館と なる よ う 環境整備に努め、 子ど も の読書活動も 含む生涯学習を 推進し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －６  文化財・ 文化芸術 施策 １ －６ －１  文化財愛護によ る 地域づく り

創生総合戦略 ２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き 来するまち へ～ 文化財愛護による 地域づく り  文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

方針

文化財愛護を 通し て地域の魅力を 高めます。

目標

１ 　 文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

　 市民参加型の保全活動等を 継続開催するこ と を 通し て、 文化財の適正な保存や活用を 図る と と も に、 文化財に携わる コ ミ ュ ニティ の育成や文化財関連情報の

効果的な発信を 通し て文化財愛護の意識の醸成に努めます。

実績

１ 　 文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

（  １ ） 歴史的建造物を 適正に保存し 、 後世に正し く 伝承する ため、 茅葺屋根等を 適正に修繕し まし た。  修繕実績： 旧尾形家住宅、 武家屋敷「 三輪家」 「 旧曽

我部家」 、 楢下宿「 大黒屋」 「 滝沢屋」 、 春雨庵茶室

（  ２ ） 国史跡「 羽州街道金山越」 で、 市民参加によ る史跡の保全活動を 実施し まし た。 市民史跡保全活動実績： 金山峠越え羽州街道における 史跡保全活動４ 回。

参加人数57人

（  ３ ） 市民が集い交流する活動拠点と し て歴史的建造物を 活用し まし た。  武家屋敷「 旧曽我部家」 「 三輪家」 活用実績： 団体数５ 団体、 利用回数16回、 利用

者 数2, 192人/放課後子ども 教室「 かみのやま寺子屋」 参加児童延べ人数2, 038人

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

公開文化財施設の入館者数 人 9, 832 9, 462 － －

市民史跡( ※２ ) 保全活動参加者数
※２ 　 金山峠、 楢下宿、 土矢倉古墳

人 82 57 － －
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2

指標の変化に対する 分析

入館者につき まし ては、 武家屋敷以外の施設について減少傾向にあり ます。 特に旧尾形家住宅については、 令和７ 年９ 月～新たな管理人を 配置でき ず休館し た

ため、 入館者が減少し まし た。 市民史跡保全活動参加者数は、 ク マの出没によ り 小学校の活動が中止になっ たため、 減少し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

文化財の適正な保存と 積極的な公開活用を 図る と と も に、 地域資源の磨き 上げや地域住民を 巻き 込んだ活動を 展開し 、 ふるさ と 理解の推進と 郷土愛の醸成を 図

り 、 住民主導の歴史まちづく り を 推進し ます。 また、 他部署と 連携を 図り 、 ク マ対策について検討し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 笑顔　 「 みんなが笑顔で輝けるまちをつく り ます」
１ －６  文化財・ 文化芸術 施策 １ －６ －２  文化芸術の環境づく り

創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 文化芸術の環境づく り  斎藤茂吉のふるさ と づく り  ４ 　 魅力と 持続　 　 ～選ばれるまちづく り に挑戦するまちへ～ 文化芸術の
環境づく り  文化芸術団体の育成と 活動の支援

方針

文化芸術活動の振興を 図り ます。

目標

１ 　 文化芸術団体の育成と 活動の支援

　 文化芸術団体が取り 組む自主的な活動と 団体の育成を 支援する と と も に、 文化団体協議会を はじ めと する関係団体と 連携し 、 文化芸術の振興を 図り ます。

　 また、 文化芸術団体と の連携のも と 、 地域で育まれてき た文化や芸術を 体験する機会を 提供する こ と を 通し て、 ふる さ と 理解の推進と 郷土愛の醸成に努めま

す。

２ 　 斎藤茂吉のふる さ と づく り

　 斎藤茂吉のふる さ と と し て、 関係団体と 連携を 図り ながら 茂吉に縁のある 多様な催事の開催を 支援し 、 地域に根差し た文化の振興を 図り ます。

実績

１ 　 文化芸術団体の育成と 活動の支援

（  １ ） 上山市文化団体協議会と 共催で「 第69回上山市総合文化祭」 を 開催し 、 文化芸術団体の活動発表の場を 提供するこ と で文化芸術活動への参加意欲の喚起

を 行っ たほか、 「 第61回上山市文化芸術功労者を 称える 会」 を 開催し 、 １ 団体、 １ 個人を 表彰し まし た。

２ 　 斎藤茂吉のふる さ と づく り

（  １ ） 斎藤茂吉の生誕日や命日に合わせた魅力発信のため「 第51回斎藤茂吉記念全国の集い」 及び「 第59回茂吉忌合同歌会」 を 開催し たほか、 児童・ 生徒を 対

象と し た「 第23回斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ン ク ール」 では国内外の135校から 6, 937首の応募があり まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

市総合文化祭来場者延べ人数 人 5, 650 4, 399 － －

斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ンク ール等における本市から の応募
数

首 1, 413 1, 272 － －
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2

指標の変化に対する 分析

市総合文化祭は、 来場者増に向けて新たに展示会場等を 巡る スタ ン プラ リ ーイ ベン ト を 企画し まし たが、 当日の悪天候により 来場者が減少し たも のと 考えてお

り ます。 斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ン ク ール等における 本市から の応募数については、 少子高齢化や市内の人口減少に伴い減少し たも のと 考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 市内文化団体と 連携を 図り 、 特に小・ 中学生が文化芸術活動に触れる 多様な機会を 提供する と と も に、 自主的な文化活動の支援を 通し て文化芸術活動

の環境づく り に取り 組んでまいり ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第２ 章　 元気　 「 と も に支え合い、 元気に暮ら せるまちをつ
く り ます」
２ －２  スポーツ

施策 ２ －２ －１  生涯にわたるスポーツ 活動の推進

創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 生涯にわたるスポーツ活動の推進 子ども のスポーツ活動の推進 ４ 　 魅力と 持続　 　 ～選ばれるまちづく り に挑戦するまちへ～
生涯にわたるスポーツ活動の推進 スポーツや健康づく り に親し む機会の創出と スポーツ施設の環境整備

方針

生涯にわたり 誰も が楽し めるスポーツ 活動を 推進し ます。

目標

１ 　 誰も が生涯にわたり スポーツ や健康づく り に親し む機会の創出

　 市民一人ひと り が、 生涯を 通じ て「 する」 「 観る 」 「 支える 」 スポーツ や健康づく り に親し むこ と ができ る 機会を 提供し ます。

２ 　 子ども のスポーツ活動の推進

　 総合型地域スポーツク ラ ブ、 スポーツ 少年団およ び学校等の地域社会全体が連携・ 協働し 、 児童・ 生徒の体力向上と スポーツの楽し さ や喜びを 体験でき る ス

ポーツ 環境の充実を 図り ます。 また、 競技力向上を 目指すジュ ニア選手の育成・ 強化を 支援し ます。

３ 　 スポーツ 施設の環境整備

　 市民の誰も が幅広く スポーツ 活動を 行う こ と ができ る よ う 、 公共スポーツ 施設等の改修およ び適正な管理運営に努めます。

実績

１ 　 誰も が生涯にわたり スポーツ や健康づく り に親し む機会の創出

（  １ ） 「 する」 視点では、 市民スポーツ教室や公民館出前スポーツ 教室、 市民スポーツフ ェ スタ 等を 、 総合型地域スポーツ ク ラ ブへ業務委託し て開催し まし た。

「 観る」 視点では、 プ ロ スポーツを 応援する「 市民応援デー」 を 、 サッ カ ー・ バスケッ ト ボール・ バレ ーボールの各競技で開催し まし た。  また、 「 さ

さ える」 視点では、 スポーツ 推進委員の定例会を 年11回開催する と と も に、 県縦断駅伝、 蔵王坊平ク ロ スカ ン ト リ ー大会、 ツ ール・ ド ・ ラ ・ フ ラ ン ス大

会に参画し 、 市のスポーツイ ベント を 推進し まし た。

２ 　 子ども のスポーツ活動の推進

（  １ ） 委託事業と し て、 市民スポーツ フ ェ スタ 内で部活動の地域展開に係る 体験会を 開催し 、 子ども たちがスポーツ に触れる機会を 創出し まし た。  ま

た、 2025東京世界陸上の事前合宿と し てポーラ ン ド 選手団が蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジで合宿し た機会を 活用し 、 「 子ども 夢ク リ ニッ ク 」 を 開催す

る こ と で、 将来につながる体験の機会を 創出し まし た。

３ 　 スポーツ 施設の環境整備

（  １ ） 経年劣化に伴う 市民球場スコ アボード の改修工事を はじ め、 体育文化セン タ ーアリ ーナの「 舞台機構」 およ び「 観覧席」 の改修工事等を 実施し まし た。

また、 市民プールの代替と し て南小学校のプールを １ か月間開場し 、 利用者は1, 248人と なり まし た。
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2

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

市総合体育大会及び総合型地域スポーツ ク ラ ブ開催事業参加
者数

人 1, 802 2, 511 － －

公共スポーツ施設市民利用者数 人 192, 844 185, 489 － －

指標の変化に対する 分析

市総合体育大会については、 参加者数が前年から ２ 割以上伸び1, 365名にと なり まし た。 要因と し て、 人気種目での参加者増が全体の伸びを 押し 上げたこ と が

挙げら れます。

総合型地域スポーツ ク ラ ブによる 市民スポーツ 教室及び出前スポーツ 教室については、 102回から 77回へ減少し まし たが、 広報・ 周知の強化が成果を 挙げ１ 回

あたり の参加者数が増加し 、 参加者数は816名から 1, 146名へ増加し まし た。

利用者数について、 体育施設全体の入込数は278, 886人から 288, 791人へと 増加し た一方で、 市民主催の行事が減少し たこ と に伴い、 市民利用者数は微減と なり

まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 、 誰も が生涯にわたり スポーツや健康づく り に親し む機会を 創出する ため、 各種スポーツ イ ベン ト 等の企画を はじ め、 市民がプロスポーツ に関われる 市

町村応援デーや子ども 夢ク リ ニッ ク を 開催し てまいり ます。

また、 スポーツ 推進委員会の定例会を 通じ て、 各種スポーツ イ ベン ト の開催や運営補助を 推進し てまいり ます。

スポーツ 施設の環境整備については、 安心・ 安全な施設運営のも と 、 利用者に体育施設を 満足し て利用し ていただける よ う 、 施設修繕計画に基づき 、 適切に設

備の更新・ 修繕を 行っ てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第２ 章　 元気　 「 と も に支え合い、 元気に暮ら せるまちをつ
く り ます」
２ －２  スポーツ

施策 ２ －２ －２  スポーツ を 通じ た地域活性化の推進

創生総合戦略
２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き来するまちへ～ スポーツを通じ た地域活性化の推進 スポーツを通し た交流の促進 ２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き来す
るまちへ～ スポーツを通じ た地域活性化の推進 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ整備構想の推進

方針

スポーツ を 通じ た地域活性化を 推進し ます。

目標

１ 　 スポーツ を 通し た交流の促進

　 市民がスポーツ を 通し て交流を 深め、 相互に連携を 図り 活動する こ と は、 地域に一体感を 生み出し ます。 そのため、 各種大会やスポーツ イ ベン ト 等の開催を

通し て交流人口の拡大を 図り ます。 また、 合宿、 スポーツ イ ベン ト で訪れる ト ッ プアスリ ート と の交流 の機会を 設け、 選手のレ ベルアッ プにつなげる など 地

域スポーツ の振興を 図り ます。

２ 　 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ整備構想の推進

　 施設の利用促進を 図り 、 アスリ ート の育成と スポーツ を 通じ た地域経済活性化への貢献を 目指すと と も に、 Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 2020オリ ン ピッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク の

事前合宿受入のノ ウハウを 基に、 2025世界陸上東京大会などでの海外から の事前合宿受入を 積極的に取り 組み、 国際的にも 利用し ても ら える 施設を 目指し ます。

実績

１ 　 スポーツ を 通し た交流の促進

（  １ ） 市民がスポーツ を 通じ て交流を 深めら れる よう 、 蔵王坊平ク ロ スカ ン ト リ ー大会やツール・ ド ・ ラ ・ フ ラ ン ス大会などを 開催し まし た。  また、 ツール・

ド ・ ラ ・ フ ラ ン ス大会では、 持続可能な大会運営の観点から 昨年度に引き 続き 「 ラ イ ド アラ ウン ド 形式」 を 採用する と と も に、 参加者の満足度向上を 図

る ため「 フ リ ーラ イ ド 」 によ る １ dayイ ベン ト を 実施し 延べ390名の参加登録があり まし た。

２ 　 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ整備構想の推進

（  １ ） 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ事業では、 新たな利用促進を 図る ため、 NTC対象者以外の方も 広く 医・ 科学サポート を 受けら れる よう 、 補助事業を 活用

し 、 効果的な準高地ト レ ーニン グを 行える 環境づく り に努めた結果、 18団体の利用があり まし た。  また、 ト ッ プアスリ ート と の交流事業では、 2025東

京世界陸上の事前合宿と し て来訪し たポーラ ン ド 選手団の選手等を 招き 、 「 夢ク リ ニッ ク 」 を 開催し まし た。 子ど も たち にと っ て、 スポーツ の楽し さ を

感じ ると と も に、 大き な夢や希望を 育む機会と なり まし た。

中間アウト カ ム指標 単位 令和６ 年度実績 令和７ 年度実績 令和８ 年度実績 令和９ 年度実績

地域の子ども 達と の交流事業参加者数 人 177 55 － －

蔵王防平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ市民利用者数 人 1, 808 1, 328 － －
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指標の変化に対する 分析

ト ッ プアスリ ート と 地域の子ども たちと の交流事業については、 イ ン フ ルエンザ等による学校閉鎖も あり 、 昨年度の実績値に届かない結果と なり まし た。 また、

アスリ ート ヴィ レ ッ ジの市民利用者数についても 、 全国的な熊被害への懸念などから 減少する 結果と なり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 、 様々なスポーツ大会等を 通じ て関係人口の拡大を 図る と と も に、 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 国内外を 問わず国際的にも 認めら れる 施設と し て、

よ り 一層充実さ せら れるよ う 、 関係団体等と の連携を 強化し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 委員会運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 01教育委員会費

施策 １ －４ －２ 　 学校規模の適正化の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校規模の適正化の推進 よ
り よい学校の在り 方の検討

事業概要

教育委員会の運営及び活動に必要な経費のほか、 上山明新館高等学校教育振興会等への負担金を 措置し ます。 あわせて、 上山市奨学金貸付基金により 大学生へ

の奨学金貸与事業を 行います。

目的

教育の機会均等、 教育水準の維持向上及び地域の実情に応じ た教育の振興が図ら れる よう 、 公正かつ適正に教育行政を 推進するため。 また、 「 上山市教育振興

基本計画」 のも と 、 教育の課題やある べき 姿を 市長と 教育委員と で共有し 、 教育行政の推進を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 4, 336 4, 037

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

上山市教育振興基本計画のも と 他県及び他市町村と の情報交換を 行い、 当市の実情に応じ た教育の振興が図ら れる よ う に努めてまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 小学校管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～
安心し て子育てでき るまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理と 運営 安全・ 安心
な防犯対策の推進と 学校給食センタ ーの適切な管理運営

事業概要

学校施設設備の維持管理及び学校運営に必要な需用費等を 措置すると と も に、 学校司書等の任用や学校備品の購入等を 行います。 また、 学校施設の老朽化に伴

う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設整備や維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 362, 806 349, 470

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

上山市学校施設長寿命化計画に基づき 、 引き 続き 環境改善のための工事や老朽箇所の修繕、 学校備品や教材の更新に努めてまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

事業概要

授業に必要な消耗品及び理科教育備品を 整備を する と と も に、 学校図書館に新着図書の整備を 行います。

目的

現行学習指導要領に対応し た教材整備基準に基づき 教材備品等を 整備し 、 教育活動の充実を 推進する と と も に、 「 上山市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、

学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努め、 読書習慣を 身に付ける こ と ができ る 環境づく り を 目指すため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 5, 460 5, 141

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

教材整備基準に基づき 教材備品を 更新し 、 学校図書室における 蔵書の充実、 整備に努めてまいり ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育機器整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

事業概要

ネク スト Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想に対応し たＩ Ｃ Ｔ 機器・ フ ルク ラ ウド ネッ ト ワーク 環境を 整備する と と も に、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 安全・ 安心に使用でき るセキュ リ ティ

対策を 行います。

目的

最適なＩ Ｃ Ｔ 環境を 整え、 教職員の働き 方改革と 児童生徒に向き 合う 時間を 確保する こ と で、 子ども 一人ひと り の学習進度に合わせた個別最適な学びと 協働的

な学びの場を 実現し 、 学力向上を 目指し ます。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 267, 166 266, 477

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

フ ルク ラ ウド の新教育ネッ ト ワーク と 児童生徒用端末を 活用する ための充実し た研修や、 教職員の働き 方改革を 促すこ と で、 児童生徒に向き 合う 時間を 創出し 、

児童生徒主体の個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実を 図り ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 中学校管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～
安心し て子育てでき るまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理と 運営 安全・ 安心
な防犯対策の推進と 学校給食センタ ーの適切な管理運営

事業概要

学校施設設備の維持管理及び学校運営に必要な需用費等を 措置すると と も に、 学校司書等の任用や学校備品の購入等を 行います。 また、 学校施設の老朽化に伴

う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設整備や維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 229, 020 208, 428

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

上山市学校施設長寿命化計画に基づき 、 引き 続き 環境改善のための工事や老朽箇所の修繕、 学校備品や教材の更新に努めてまいり ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

事業概要

授業に必要な消耗品及び理科教育備品を 整備を する と と も に、 学校図書館に新着図書の整備を 行います。

目的

現行学習指導要領に対応し た教材整備基準に基づき 教材備品等を 整備し 、 教育活動の充実を 推進する と と も に、 「 上山市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、

学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努め、 読書習慣を 身に付ける こ と ができ る 環境づく り を 目指すため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 3, 399 3, 215

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

教材整備基準に基づき 教材備品等を 更新し 、 学校図書室における蔵書の充実、 整備に努めてまいり ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育機器整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実

事業概要

ネク スト Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想に対応し たＩ Ｃ Ｔ 機器・ フ ルク ラ ウド ネッ ト ワーク 環境を 整備する と と も に、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 安全・ 安心に使用でき るセキュ リ ティ

対策を 行います。

目的

最適なＩ Ｃ Ｔ 環境を 整え、 教職員の働き 方改革と 児童生徒に向き 合う 時間を 確保する こ と で、 子ども 一人ひと り の学習進度に合わせた個別最適な学びと 協働的

な学びの場を 実現し 、 学力向上を 目指し ます。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 162, 640 160, 909

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

フ ルク ラ ウド の新教育ネッ ト ワーク と 児童生徒用端末を 活用する ための充実し た研修や、 教職員の働き 方改革を 促すこ と で、 児童生徒に向き 合う 時間を 創出し 、

児童生徒主体の個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実を 図り ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 給食セン タ ー管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 04学校給食費・ 01学校給食費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 安全・ 安心な防犯対策の推進と 学校給食センタ ーの適切な管理運営

事業概要

市内小・ 中学校の児童・ 生徒に給食を 提供する ため下記の事業を 実施し ます。

１ 　 学校給食セン タ ーの効率的な運営・ 管理

２ 　 設備等の修繕及び計画的な更新

３ 　 食物アレ ルギー対応食の提供

４ 　 給食費の滞納繰越分の対応

目的

児童・ 生徒に安全・ 安心な給食を 提供するため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 296, 578 288, 780

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

施設整備後21年を 経過し たこ と から 、 施設内設備等の点検を 実施し 、 優先順位を 決めながら 更新・ 修繕を 行い、 安心安全な給食の提供に努めてまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 小学校管理費（ 繰越） 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持管理と 運営 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理
と 運営 学校施設・ 設備の良好な環境整備と Ｉ Ｃ Ｔ 環境の充実 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～
安心し て子育てでき るまちへ～ 学校施設等の適正な維持管理と 運営 安全・ 安心
な防犯対策の推進と 学校給食センタ ーの適切な管理運営

事業概要

旧西郷第一小学校ト イ レ 及び照明設備改修工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設整備や維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 85, 020 81, 795

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

上山市学校施設長寿命化計画に基づき 、 引き 続き 環境改善のための工事や老朽箇所の修繕、 学校備品や教材の更新に努めてまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 地域おこ し 協力隊推進事業費 予算科目 01一般会計・ 02 総務費・ 01総務管理費・ 06企画費

施策 １ －３ －１ 　 英語を 通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 特色ある学校づく り の推進
地域の特色を活かし た活動の充実と 特色ある学校づく り の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～
安心し て子育てでき るまちへ～ 英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成 小
中学校における英語教育の推進

事業概要

小学校の外国語授業・ 外国語活動補助が円滑でき る ため、 市内小学校に日本人外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し ます。

目的

英語教育を 充実さ せる こ と によ り 、 社会が求める国際的な上山の子ども を 育てる学校体制を 整える ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

英語の学力の中で特に話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏
差値等が伸びる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均と 同値になる 状態
集中的英語学習体験の実施によ り 、 英語への
関心・ 意欲が伸びる状態

話すこ と の分野で偏差値が全国平均を 下回り
まし たが、 聞く こ と の分野では、 全国平均を
上回り まし た。
集中的英語学習体験の実施により 、 英語への
関心・ 意欲が伸びまし た。

活
動
指
標

イ ン グリ ッ シュ ・ キャ ン プ実施回数 １  回 １  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 5, 260 3, 916

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

予算については、 地域おこ し 協力隊員就任２ 年目で教材等について充足し ていたため、 備品の支出がなく 、 消耗品等の支出が少なかっ たこ と と 、 イ ベン ト 開催

時のチラ シ等の印刷を 庁内で印刷するなど し て、 印刷製本費等の支出がなかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

日本人外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） と し て活動し ていた地域おこ し 協力隊員は、 令和７ 年度を も っ て退任し たため、 本事業の目標の実現については、 英語教育推

進事業費の中で今後取り 組んでまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育指導費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進 １ －２ －３ 　 特色ある学校づく り の推進 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 いのちの教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊か
な感性と 健やかな体の育成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実 ３
幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てでき るまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進 確か
な学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て
子育てできるまちへ～ 特色ある学校づく り の推進 地域の特色を活かし た活動の
充実と 特色ある学校づく り の推進

事業概要

各小中学校の学校経営や教育活動への指導、 支援を 行います。 また、 教科書採択及びＩ Ｃ Ｔ 化に伴う 教師用教科書、 指導書の整備を 行う と と も に、 学校教育指

導に要する 費用及び児童生徒の派遣費の補助を 行います。

目的

全ての児童生徒への適正な教育と 学校・ 学級経営の深化及び個々の担任力を 高める ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

各小・ 中学校の学校経営及び教育活動が円滑に行われ
ている 状態

各小・ 中学校の学校経営及び教育活動が円滑
に行われている 状態

各小中学校の学校経営及び教育活動が円滑に
行われまし た。

活
動
指
標

いじ め問題専門委員会開催回数 ２  回 ２  回

各小・ 中学校学校運営協議会開催回数 24 回 19 回

　 　

事業費（ 千円） 21, 305 18, 607

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

予算については、 教師用デジタ ル教科書等を 購入する 委任消耗品費が範囲内で対応でき たためです。 実績の学校運営協議会は、 西郷小中学校の学区が市内全域

でＰ Ｔ Ａ 組織も 無く 、 委員選出が困難なため、 活動指標に乖離がある こ と から 見直し を 図り ます。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 デジタ ル教科書等を 導入し 適正な教育が行われる よ う に努め、 学校運営協議会等の開催によ り 各小・ 中学校の学校経営及び教育活動が円滑に行われ

る よう 取り 組んでまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 魅力ある 学校づく り 推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進 １ －２ －３ 　 特色ある学校づく り の推進 １ －３ －１ 　 英語を通じ たコ ミ ュ
ニケーショ ン能力の育成

創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 いのちの教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊か
な感性と 健やかな体の育成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実 ３
幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てでき るまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進 確か
な学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て
子育てできるまちへ～ 英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成 小中学校に
おける英語教育の推進

事業概要

中学２ 年生が３ 日間の職場体験学習を 通じ て職業観、 勤労観を 育みます。

標準学力検査・ 知能検査・ Ｑ －Ｕ 検査、 Ｇ Ｔ Ｅ Ｃ 等を 行い、 検査結果から 学力向上や学級集団づく り に向けた対応を 図る と と も に、 各校毎に地域の自然、 文化

や伝統産業を 活かし た特色ある 教育活動を 推進し ていき ます。

目的

地域に密接し た活動と 個人の学力等を 客観視するこ と によ り 、 主体的に学習に取り 組む態度を 育むため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

児童生徒の学習状況を 把握し 、 必要に応じ た学習活動
を 提供し ている 状態

児童生徒の学習状況を 把握し 、 必要に応じ た
学習活動を 提供し ている 状態

児童生徒の学習状況を 把握し 、 必要に応じ た
学習活動を 提供し まし た。

活
動
指
標

茂吉のふるさ と 短歌教室開催回数 ８  回 ９  回

キャ リ アスタ ート ウィ ーク 事務局会開催回数 ４  回 ３  回

　 　

事業費（ 千円） 23, 123 19, 704

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費については、 英検・ 漢検補助金の申請件数が予定より 少なかっ たためです。 活動指標のキャ リ アスタ ート ウィ ーク 事務局会は、 必要に応じ 開催する 予備

の会議が開催不要であっ たためです。 短歌教室については、 今年度対象学年のク ラ ス数が多かっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

学力検査等の結果を 学力向上や学級集団づく り に活かし 、 必要に応じ た学習活動と 短歌教室やキャ リ アスタ ート ウィ ーク 等特色ある 教育活動を 展開し 、 魅力あ

る 学校づく り を 図っ てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教職員研修費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り の推進 １ －３ －１ 　 英語を通じ たコ ミ ュ ニケー
ショ ン能力の育成 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心
し て子育てできるまちへ～ 英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成 小中学
校における英語教育の推進

事業概要

上山市教育振興基本計画に基づき 、 大学や学術機関と 連携し た各種研修・ 講座を 開催し ます。 また、 Ｑ －Ｕ 検査と 学力検査のデータ 分析から 学級集団づく り を

基盤と し た担任力及び学力向上のための研修会を 開催し ます。

目的

学級集団や学力の状況を 客観的データ で分析するこ と や、 講師の招へい、 各種研修会の開催によ り 担任力及び確かな学力の向上を 図るため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

講師の招聘や各種研修会の開催によ り 担任力と 学力が
向上し た状態

講師の招聘や各種研修会の開催によ り 担任力
と 学力が向上し た状態

講師の招聘や各種研修会の開催により 担任力
と 学力が向上し まし た。

活
動
指
標

英語授業を 通し た小中教員の交流回数 10 回 10 回

Ｑ －Ｕ 検査活用・ 学級づく り 研修会の実施回数 ７  回 ７  回

　 　

事業費（ 千円） 952 576

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について、 予算要求時点で英語教育アド バイ ザー研修会を 予定し ていまし たが、 アド バイ ザーと し て委嘱し ていた大学教授から 辞任の申し 出があり 研修

会を 開催し なかっ たため、 研修会用に準備し ていた報償費・ 旅費・ 消耗品費等の支出がなかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

ＷＥ Ｂ Ｑ Ｕ 分析活用研修会や学力検査データ を も と にし た学力向上研修会等を 引き 続き 実施し 、 教員の担任力と 児童生徒の学力向上を 図っ てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育支援充実事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り の推進 １ －４ －１ 　 学校施設等の適正な維持
管理と 運営 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

様々な障がいや不安を 抱えた児童生徒に対し 、 個々のニーズに応じ た支援員等を 行う 人員及び中学校における 部活動指導員の配置を 行います。 また、 授業や校

務における Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 推進する ため支援員の派遣を 行います。

目的

通常学級及び特別支援学級に在籍する 子ども にき め細かい指導を 行う と と も に、 家庭の問題や言語上の課題を 抱え、 学習困難な子ど も に対し て学校の窓口と な

り 子ども も 保護者も 安心でき る 学校づく り を 推進する ため。

教員の働き 方改革の実現を 図り 、 学校教育活動の充実を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

様々な障がいや不安を 抱える 児童生徒が、 支援を 受け
る こ と で学校へ行く こ と が楽し いと 思う 状態

小中学校全校に学校教育支援員を 配置し てい
る 状態

小中学校全校に学校教育支援員を 配置し まし
た。

活
動
指
標

学校生活指導員配置人数 ３  人 ３  人

学校教育支援員配置人数 13 人 13 人

別室登校学習指導員、 自立支援員配置人数 ５  人 ５  人

事業費（ 千円） 70, 086 64, 156

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

支援を 必要と する 児童生徒の実態を 把握し 、 学校教育支援員等を 適切に配置し 教員の働き 方改革と 学校教育活動の充実を 図っ てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 英語教育推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －１ 　 英語を 通じ たコ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 英語を通じ たコ ミ ュ ニケーショ
ン能力の育成 英語によるコ ミ ュ ニケーショ ン機会の創出

事業概要

小学校の外国語・ 外国語活動、 中学校の英語科授業補助のため市内小中学校に外国語指導助（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し ます。 また、 市内の児童生徒等の英語学習機会

を 拡充する ため、 英語教育コ ーディ ネータ ーを 配置し ます。

目的

英語教育を 充実さ せる こ と によ り 、 グロ ーバル社会を 生き る ためにコ ミ ュ ニケーショ ン能力を 備えた上山の子ども を 育てる 体制を 整える ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

児童生徒が英語を 使用し たコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 機
会が十分に創出さ れている 状態

児童生徒が英語を 使用し たコ ミ ュ ニケーショ
ン を 図る 機会が十分に創出さ れている状態

ALTの派遣や英語イ ベン ト の開催によ り 、 児
童生徒が英語を 使用し たコ ミ ュ ニケーショ ン
を 図る 機会を 創出し まし た。

活
動
指
標

Ｊ Ｅ Ｔ プログラ ムＡ Ｌ Ｔ 配置人数 ２  人 ２  人

各学級の外国語・ 外国語活動・ 英語科の授業への週間Ａ
Ｌ Ｔ 派遣回数

１  回 １  回

英語教育コ ーディ ネータ ー配置人数 １  人 １  人

事業費（ 千円） 17, 888 15, 889

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について、 Ｊ Ｅ Ｔ プロ グラ ムのＡ Ｌ Ｔ について、 任期満了によ る帰国費用弁償の支払い義務が発生せず、 支出が生じ ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

Ａ Ｌ Ｔ を 効果的に活用し 、 英語を 聞く こ と 、 話すこ と と 等の言語活動を 通し てコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 教育活動を 推進し ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 地域ぐ るみの学校安全体制整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

地域学校安全指導員である スク ール・ ガード ・ リ ーダーを 配置し 、 巡回指導や通学路の安全点検及び危険個所の確認を 行います。

目的

通学路や地域の安全を 保障する こ と によ り 、 安全・ 安心がある学校教育を 推進する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

スク ール・ ガード ・ リ ーダーの配置によ り 、 登下校時
の安全確保に努め地域ぐ る みで児童生徒の安全への機
運が高めら れた状態

スク ール・ ガード ・ リ ーダーの巡回指導の回
数を 増やすこ と で児童生徒の安全確保が一層
図ら れている 状態

スク ール・ ガード ・ リ ーダーの巡回指導の回
数を 増やすこ と で巡回指導を 手厚く 行う と と
も に、 児童生徒の安全に対する 意識づけの呼
びかけを するこ と ができ まし た。

活
動
指
標

スク ール・ ガード ・ リ ーダー配置人数 １  人 １  人

スク ール・ ガード ・ リ ーダー活動回数 75 回 75 回

　 　

事業費（ 千円） 324 323

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

害獣発生時の対応を 含めた危険個所の重点的な巡回を 継続し 、 児童生徒の安全確保に努めてまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育研究所等運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

教育に関する 研究調査・ 研修の実施、 所報「 教育上山」 の発行、 社会科副読本「 わたし たち の上山市」 の発行、 市学校教育研究会事業への補助を 行います。

各校のホームページの運営管理により 、 情報の発信を 広く 行います。

目的

教育の情報収集、 交換を する こ と によ り 、 現在の担任力を 深化さ せると と も に、 学び合いの授業研究を 推進し 子ども の作品を 活用するこ と によ り 、 担任力を 向

上さ せる ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

市教委及び市内各団体の必要と する 調査、 研究及び教
職員の研修を 高め、 教育の振興を 図っ ている状態

教職員の研修会の内容及び担任力等に関し て
研究がよ り 深めら れ、 小中学校に情報を 発信
さ れる 状態　 社会科副読本を 利用し てよ り 実
態に根ざし た授業が展開さ れる 状態

教職員の研修会の内容及び担任力に関し て研
究がよ り 深めら れる よ う 小中学校に情報を 発
信し まし た。 社会科副読本を 利用し てよ り 実
態に根差し た授業を 展開し まし た。

活
動
指
標

所報「 教育上山」 発行回数 １  回 １  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 627 598

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

担任力の向上を 図る ため、 小中連携によ る 学び合いの授業研究や研修を 行い、 子ども 達の確かな学力の定着を 目指すため、 郷土愛を 育む副読本を 発行を するな

どし て、 教育の振興を 図っ てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育相談所運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

教育相談員を 配置し 、 教育相談活動、 生活支援、 適正な就学にむけた教育支援を 行います。

目的

不登校や特別な支援を 要する 子ど も に個別の指導や適正な就学指導を 行い、 安心でき る教育環境を 整える ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

特別な支援を 要する児童生徒の実態把握及び個々のニー
ズに応じ た支援を 行い不登校になら ない状態

特別な支援を 要する児童生徒で不登校傾向の
児童生徒が前年度より 減少し た状態

不登校傾向の児童生徒向けの適応指導教室
（ すこ やか教室） を 開催する などし て、 不登
校傾向の児童生徒が前年度より 減少し まし た。

活
動
指
標

教育相談員配置人数 １  人 １  人

専門員の配置人数 ９  人 ９  人

適応指導教室設置数 １  箇所 １  箇所

事業費（ 千円） 7, 838 7, 043

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

学校及び関係機関と 連携を 図り ながら 、 子ども 達が安心でき る 教育環境を 整えていき ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 就学時健康診断費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 04就園就学奨励費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実

事業概要

次年度小学校入学予定者に対し 、 適正な就学にむけた就学時健康診断を 実施し ます。

目的

就学時健康診断で健康状態を 把握し 、 適正な就学を 支援するため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

小学校１ 年生の児童が不登校を 発生せず、 さ ら に、 一
人ひと り の健康状態を 把握し 保護者に助言でき る 状態

小学校１ 年生の児童が不登校を 発生せず、 さ
ら に、 一人ひと り の健康状態を 把握し 保護者
に助言でき る 状態

適切な就学を 行っ たこ と で、 小学校１ 年生の
不登校は２ 名でし た。 一人ひと り の健康状態
を 把握し 保護者に適切な助言を 行いまし た。

活
動
指
標

就学時健康診断の実施率 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 417 310

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について、 就学時健診等が滞り なく 行える よう 予算を 充分確保し まし たが、 就学児童の減少などによ り 支出も 減少し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

就学児童や保護者が安心し て入学でき る よ う 、 法令等に基づき 就学先の学校や関係機関と 連携を 取り ながら 計画的に進めてまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 私立高等学校就学奨励補助費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 01教育総務費・ 04就園就学奨励費

施策 １ －１ －２ 　 子育て支援体制の充実 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

私立高等学校生徒の保護者に対し 、 補助金交付を 行い経済的負担の軽減を 図り ます。

目的

就学奨励補助金を 交付する こ と により 、 就学を 支援するため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

生徒の学習状況を 把握し 、 必要な学習活動を 提供でき
る 状態

援助を 希望する 私立高校生徒保護者に審査の
う え補助金交付し ている 状態

援助を 希望する 私立高校生徒保護者に審査の
う え補助金を 交付し まし た。

活
動
指
標

市報掲載やチラ シ配布等によ る 広報回数 ２  回 ２  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 600 300

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

高校授業料実質無償化に伴い、 公立・ 私立の保護者負担の差が小さ く なっ たこ と から 、 私立高校生徒保護者に限ら ず、 市内高校生の低所得世帯の経済的負担を

軽減する 等の取組を 検討し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 小学校保健対策費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実

事業概要

児童、 教職員の健康診断の実施及び保健室関連備品等の整備を 行います。

目的

児童生徒及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

全ての児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と と
も に必要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行う
状態

全ての児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理
する と と も に必要があれば受診を 勧める 等、
適切な助言を 行う 状態

児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と
と も に必要があれば受診を 勧める 等、 適切な
助言を 行いまし た。

活
動
指
標

定期健康診断未受診児・ 受傷児移送回数 10 回 19 回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 8, 410 7, 442

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について、 教職員健診及び児童の定期健康診断費を 充分確保し まし たが、 児童数の減少と 教職員数の減少によ り 、 手数料・ 使用料の支出が少なかっ たた

めです。 活動指標の移送回数については、 未受診児・ 受傷児が想定よ り 多かっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

学校と 連携を 取り ながら 、 法令等に基づき 計画的に健康検査等を 実施する こ と で、 児童及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持し ていき ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 学校教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て
子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進 確かな学力の育成と 多様なニー
ズに対応し た教育の推進

事業概要

教育事務委託、 日本スポーツ 振興セン タ ー負担金を 措置し 、 学校教育環境整備を 図る と と も に、 学習指導要領に対応し た教材備品等の整備を 行います。

目的

山元地区及びみはら し の丘地域児童の就学並びに生徒の怪我等への安全を 保障し 、 安心でき る教育環境を 整える と と も に、 市内中学校の教材、 教具を 購入・ 維

持管理し 授業改善を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

教育事務委託が必要な児童を 把握し 、 委託し ている状態
全児童の怪我に対する 医療給付が適切に行われている 状
態
教材備品が管理さ れ、 教育課程が予定通り 行われている
状態

事務委託が必要な児童を 把握し 委託し ている
状態
児童の怪我に対する 医療給付が適切に行われ
ている 状態
教材備品が管理さ れ教育課程が予定通り 行わ
れている 状態

事務委託が必要な児童を 把握し 山形市へ委託
し まし た。 児童の怪我等に対する 医療給付に
ついて各学校や関係機関と 連携し 適切に医療
給付を 行いまし た。 教育課程が予定通り 行わ
れる よ う 必要な教材備品の購入予算を 各学校
に配当し まし た。

活
動
指
標

教育事務委託人数 46 人 48 人

新入生の保護者に対し て共済給付金制度に関する 説明を
実施し た学校数

５  校 ５  校

　 　

事業費（ 千円） 17, 886 14, 090
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理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

予算については、 令和７ 年度予算要求後に変更協議書を 山形市と 取り 交わし 教育事務委託料が減額と なっ たためです。 教育事務委託の人数については、 区域外

通学を 希望する 児童が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

教育事務委託によ り 山元地区・ みはら し の丘地区の児童が安心し て就学でき る 教育環境を 整え、 学校管理下での怪我等への備えや学習指導要領に対応し た教材

備品等の整備を 行っ ていき ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 小学校就学奨励費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

各種の就学援助を 行い、 保護者の経済的負担軽減を 図り ます。

目的

遠隔地通学の安全及び家庭の経済的な課題を 解決し 、 魅力ある 学校づく り を 推進する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

遠距離通学を 補助し 無事故で通学し ている 状態
保護者の経済的負担軽減が図ら れている 状態

補助を 行う こ と で、 無事故で通学し ている 状
態
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減が図れる 状態

遠距離通学補助を 行う こ と で、 無事故で通学
でき まし た。 就学援助によ り 経済的に困難な
保護者の負担軽減を 図り まし た。

活
動
指
標

就学援助に関する チラ シ配布等の広報回数 ３  回 ３  回

就学援助に関する 担当事務職員等説明会開催回数 １  回 １  回

　 　

事業費（ 千円） 11, 923 8, 621

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 学校と 連携し ながら 必要な制度が必要な保護者へ届く よ う 制度の周知を 図っ てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 スク ールバス運行事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

スク ールバスの運行（ 通学時及び校外行事等） を 行います。

目的

スク ールバスの運行によ り 、 安全を 確保する と と も に魅力ある 学校づく り を 推進する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 39, 896 31, 928

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

児童生徒の健全育成につなげる ため、 計画的で安全なスク ールバスの運行を 行います。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 中学校保健対策費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実

事業概要

生徒、 教職員の健康検査の実施及び保健室関連備品等の整備を 行います。

目的

児童生徒及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

全ての生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と と
も に必要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行う
状態

全ての生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理
する と と も に必要があれば受診を 勧める 等、
適切な助言を 行う 状態

生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 、 必
要があれば受診を 勧める 等、 適切な助言を 行
いまし た。

活
動
指
標

定期健康診断未受診生・ 受傷生移送回数 ５  回 22 回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 5, 783 4, 830

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

活動指標の移送回数については、 未受診生・ 受傷生が想定よ り 多かっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

学校と 連携を 取り ながら 、 生徒及び教職員の健康検査を 法令等に基づき 計画的に実施するこ と で、 健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持し ていき ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 学校教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策
１ －２ －１ 　 豊かな感性と 健やかな体の育成 １ －２ －２ 　 魅力ある学校づく り
の推進 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 豊かな感性と 健やかな体の育
成 豊かな心と 健やかな体の育成と 体験活動の充実 ３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て
子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進 確かな学力の育成と 多様なニー
ズに対応し た教育の推進

事業概要

教育事務委託、 日本スポーツ 振興セン タ ー負担金を 措置し 、 学校教育環境整備を 図る と と も に、 学習指導要領に対応し た教材備品等の整備を 行います。

目的

山元地区及びみはら し の丘地域児童の就学並びに生徒の怪我等への安全を 保障し 、 安心でき る教育環境を 整える と と も に、 市内中学校の教材、 教具を 購入・ 維

持管理し 授業改善を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

教育事務委託が必要な生徒を 把握し 、 委託し ている状態
全生徒の怪我に対する 医療給付が適切に行われている 状
態
教材備品が管理さ れ、 教育課程が予定通り 行われている
状態

事務委託が必要な生徒を 把握し 委託し ている
状態
生徒の怪我に対する医療給付が適切に行われ
ている状態
教材備品が管理さ れ教育課程が予定通り 行わ
れている 状態

教育事務委託が必要な生徒を 把握し 山形市へ
委託し まし た。 生徒の怪我等に対する医療給
付を 適切に行いまし た。 教材備品を 管理し 、
教育課程を 予定通り 行いまし た。

活
動
指
標

教育委託事務人数 ７  人 11 人

新入生の保護者に対し て共済給付金制度に関する 説明を
実施し た学校数

４  校 ４  校

　 　

事業費（ 千円） 7, 750 5, 769
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2

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

予算については、 令和７ 年度予算要求後に変更協議書を 山形市と 取り 交わし 、 教育事務委託料が減額と なっ たためです。 活動指標については、 教育事務委託該

当地区への転校等があっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

教育事務委託によ り 山元地区・ みはら し の丘地区の生徒が安心し て就学でき る 教育環境を 整え、 学校管理下での怪我等への備えや学習指導要領に対応し た教材

備品等の整備を 行っ ていき ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 中学校就学奨励費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －２ －２ 　 魅力ある 学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 魅力ある学校づく り の推進
確かな学力の育成と 多様なニーズに対応し た教育の推進

事業概要

各種の就学援助を 行い、 保護者の経済的負担軽減を 図り ます。

目的

遠隔地通学の安全及び家庭の経済的な課題を 解決し 、 魅力ある 学校づく り を 推進する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

遠距離通学を 補助し 無事故で通学し ている 状態
保護者の経済的負担軽減が図ら れている 状態

補助を 行う こ と で、 無事故で通学し ている 状
態
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減が図ら れている 状態

遠距離通学費補助を 行う こ と で、 無事故で通
学でき まし た。
就学援助により 経済的困難な保護者の負担軽
減を 図り まし た。

活
動
指
標

就学援助に関する チラ シ配布等の広報回数 ２  回 ２  回

就学援助等担当事務職員研修会の開催回数 １  回 １  回

　 　

事業費（ 千円） 10, 215 6, 990

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について十分な対応ができ る よう に予算を 確保し まし たが、 補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 対象者になり う る 保護者等へ制度内容が周知でき る よ う に努めていき ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 生涯学習推進費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 01社会教育総務費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略
４ 　 魅力と 持続　 ～選ばれるまちづく り に挑戦するまちへ～ 生涯学習環境の整備
生涯学習の推進

事業概要

生涯学習活動の支援を 通し て多様な生涯学習を 推進し ます。

目的

人・ 自然・ 歴史・ 文化など地域の特性を 活かし た生涯学習を 展開する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

生涯学習が推進さ れている 状態 生涯学習が推進さ れている 状態 地区公民館や生涯学習団体によ る 講座等を 開
催し まし た。

活
動
指
標

社会教育委員会開催回数 ２  回 ２  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 3, 772 3, 240

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

地区公民館を中心に人・ 自然・ 歴史・ 文化など地域の特性を 活かし た生涯学習を 展開し 、 また生涯学習団体による市民参加型の学びの場を 支援し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 公民館費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 02公民館費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略
４ 　 魅力と 持続　 ～選ばれるまちづく り に挑戦するまちへ～ 生涯学習環境の整備
生涯学習の推進

事業概要

市民が安全に安心し て学習でき る 生涯学習環境を 整備し ます。

目的

地域活動の拠点施設である 地区公民館を 効率的に管理運営する と と も に、 安全で快適に利用でき る よ う にする ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 122, 609 119, 643

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

全ての公民館が安全に安心し て学習でき る 施設と なる よ う 適切な公民館の維持管理に努め、 また効果的で効率的に運営でき る よ う 指定管理者制度による 運営を

行っ てまいり ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 青少年費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備 １ －10－１ 　 参加し やすい市民交流の実施 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 生涯学習環境の整備 心豊か
な子ども の育成と 多様な体験を通し た人材の育成

事業概要

青少年育成のための各種事業を 実施し ます。

目的

青少年育成に関する 各種事業を 展開し 、 心豊かな子ども の育成と 郷土愛のある 青少年づく り を 推進し ます。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

青少年の健全育成の推進が図ら れている 状態 青少年の健全育成の推進が図ら れている 状態 青少年の健全育成を 推進し まし た。

活
動
指
標

ジュ ニアリ ーダーあすなろ の自主企画指導数 ５  回 ５  回

他自治体と の青少年交流事業回数 ２  回 ２  回

二十歳のつど い実行委員会の実施回数 ６  回 ６  回

事業費（ 千円） 5, 102 3, 944

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費について、 海の子山の子交歓会事業におけるも の作り 体験材料費や施設等使用料が想定より も 安価だっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

青少年の健全育成のため、 引き 続き 魅力ある事業・ 取組を 企画し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 地域学校協働活動推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －５ －１ 　 生涯学習環境の整備 １ －２ －３ 　 特色ある学校づく り の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 生涯学習環境の整備 心豊か
な子ども の育成と 多様な体験を通し た人材の育成

事業概要

就学児童に多様な体験・ 学習の機会を 提供し 、 地域全体で子育てを 支援する 環境を 整える こ と を 通し て、 子ども の安全・ 安心な居場所づく り を 推進し ます。

目的

生涯学習事業を 効率的で効果的に推進するため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

放課後子ども 教室に参加する 児童が、 提供さ れる プロ
グラ ムに満足し ている 状態

放課後子ども 教室に参加する 児童が、 提供さ
れる プロ グラ ムに満足し ている 状態

放課後子ども 教室に参加し た児童の93%の児
童がプロ グラ ムに満足し まし た。

活
動
指
標

放課後子ども 教室開催日数 240 日 247 日

　 　

　 　

事業費（ 千円） 22, 442 18, 155

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

通常の教室開催日以外にも 特別プロ グラ ムを 開催し たため、 開催日数が予定よ り も 多く なり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

子ども たち が安心し て集まり 、 さ まざまな体験を 楽し める場と なる よ う 、 講師やサポータ ーの体制を 整え、 プロ グラ ムの質の向上に取り 組んでまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 文化財等保護管理費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き来するまちへ～ 文化財愛護による
地域づく り  文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

事業概要

ふる さ と の歴史を 今に伝える 文化財を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承し ます。

目的

歴史遺産である 文化財の適正な保存と 活用を 通し て、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

歴史的建造物を 適正に保存管理し 、 正し く 後世に継承
する 状態

歴史的建造物の適正な保存管理と 活用が行わ
れている 状態

歴史的建造物の適正な保存管理と 活用を 行い
まし た。

活
動
指
標

地元小学校の地域学習受入回数 ４  回 ５  回

歴史的建造物保存管理棟数 ４  棟 ４  棟

　 　

事業費（ 千円） 8, 372 7, 394

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

地元小学校の地域学習において歴史的建装物を 活用する 機会が増えたため、 受入回数が増加し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

歴史的建造物を 適正に保存する と と も に、 文化財の調査や公開活用を 通し てふる さ と に対する 理解を 深め、 郷土愛の醸成に努めます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 文化芸術振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －２ 　 文化芸術の環境づく り 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 文化芸術の環境づく り  斎藤
茂吉のふるさ と づく り  ４ 　 魅力と 持続　 ～選ばれるまちづく り に挑戦するまちへ～
文化芸術の環境づく り  文化芸術団体の育成と 活動の支援

事業概要

文化芸術活動に取り 組む団体や指定文化財の保護団体（ 保存会） を 支援する と と も に、 文化芸術活動に功績のあっ た個人団体を 文化芸術功労者と し て顕彰し ま

す。 茂吉のふる さ と と し て斎藤茂吉記念全国の集いなど茂吉に縁のある 多様な催事を 開催し ます。 また文化芸術団体が日頃の活動の成果を 発表すると と も に、

文化芸術作品に身近でふれる 機会と し て、 上山市総合文化祭を 開催し ます。

目的

文化芸術団体や文化財に携わる 保護団体の支援及び顕彰を 通し て文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する と と も に、 優れた文化芸術を

鑑賞する 機会を 提供する こ と を 通し て、 文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

文化芸術活動や文化財保護活動が住民主導で行われて
いる 状態

文化芸術団体及び文化財保護団体が支援さ れ
ている 状態

文化芸術団体及び文化財保護団体を 支援し ま
し た。

活
動
指
標

文化財等保存会育成支援団体数 ８  団体 ８  団体

市主催文化芸術振興イ ベン ト 開催数 ５  回 ５  回

　 　

事業費（ 千円） 11, 303 6, 834

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

部活動の地域展開を 進める にあたり 、 文化部の体験会等の開催を 予定し ていまし たが、 文化部は既存の部活動の種目である吹奏楽のみク ラ ブ 化する 方針が決定

し たこ と によ り 、 体験会を 開催し なかっ たため減額になり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

文化芸術の振興を図るため、 郷土芸能や伝統文化を 保存継承する 保存会や文化団体協議会等の活動支援を通し て、 文化芸術に対する意識のさ ら なる高揚を図り 、

心豊かな人材を 育成し ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 武家屋敷保存活用事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き来するまちへ～ 文化財愛護による
地域づく り  文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

事業概要

藩政時代の面影を 今に伝える ４ 軒の武家屋敷（ いずれも 市指定文化財） を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承し ます。

目的

本市を 代表する 歴史的建造物である武家屋敷の保存と 活用を 通し て、 地域資源に磨き を かけ、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

武家屋敷を 適正に保存管理し 、 活用が図ら れている状
態

武家屋敷の適正な保存・ 整備・ 活用が図ら れ
ている 状態

武家屋敷の適正な保存・ 整備・ 活用が行われ
まし た。

活
動
指
標

武家屋敷保存軒数 ４  軒 ４  軒

武家屋敷「 三輪家」 開館日数 307 日 307 日

　 　

事業費（ 千円） 6, 171 5, 645

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

茅葺文化を 地域で守る 「 かみのやま草屋根プロ ジェ ク ト 」 の支援を 通し て茅葺の歴史的建造物を 適正に保存する と と も に、 武家屋敷の風情を 活かし た文化活動

の拠点施設と し て多様に活用する こ と を 通し て、 ふる さ と 理解を さ ら に深め、 郷土愛の醸成に努めます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 国史跡保存活用整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き来するまちへ～ 文化財愛護による
地域づく り  文化財の適正な保存・ 管理と 利活用の推進

事業概要

日本の歴史を 今に伝える 国史跡を 適正に保存し 、 史跡を 構成する 貴重な遺構群を 調査する こ と を 通し て史跡の価値を よ り 一層高め、 上山独自の地域性を 活かし

たふる さ と の活性化に寄与し ます。 国史跡羽州街道金山越における市民史跡保全活動（ 県補助事業、 補助率10/10）

目的

国史跡を 正し く 管理し 、 貴重な地域資源に磨き を かけるこ と を 通し て、 地域の魅力を 高め、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

国史跡を 適正に保存管理し 、 活用が図ら れている 状態 国史跡の適正な保存・ 整備・ 活用が図ら れて
いる 状態

国史跡の適正な保存・ 整備・ 活用が行われま
し た。

活
動
指
標

市民史跡保全活動回数 ３  回 ４  回

国史跡探訪会回数 ３  回 ３  回

　 　

事業費（ 千円） 7, 686 6, 586

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

市民史跡保全活動回数につき まし ては、 地元住民によ る 活動が実施さ れたため、 増加し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

地区組織と 連携し て史跡の保存活用活動を 継続し ます。 また、 保存活用計画に基づき 、 遺構調査や記録保存を 通し て史跡の価値を 高めると と も に、 市民参加型

の事業を 継続し 、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛の醸成に努めます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 図書館管理運営費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 05社会教育費・ 05図書館費

施策 １ －５ －２ 　 図書館機能の充実と 読書活動の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 図書館機能の充実と 読書活動
の推進 魅力ある図書館づく り

事業概要

自主的な学びの場、 読書活動の振興を 担う 機関と し て、 また、 地域の文化・ 知的情報の拠点と し て、 利用者及び住民の要望や社会の要請に応える こ と ができ る

よう 地域の実情に即し た市立図書館の運営を 行います。

目的

図書資料等を 計画的・ 体系的に収集し 、 所蔵資料の充実を 図り 、 利用者の多様なニーズや課題に対応する こ と で、 読書活動を 推進するため。 生涯学習の拠点施

設と し て、 地域関連講座や企画展等を 開催し 、 学びの機会を 提供する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

図書館資料を 活用し 読書活動が推進さ れている 状態
地域関連講座等により 学びの機会が提供さ れている状
態

図書館資料を活用し 読書活動を推進し まし た。
地域関連講座等により 学びの機会を 提供し ま
し た。

図書館資料を活用し 読書活動を推進し まし た。
地域関連講座等によ り 学びの機会を 提供し ま
し た。

活
動
指
標

図書館資料を 用いたテーマ展示回数 20 回 20 回

館内でのイ ベン ト 回数 130 回 131 回

　 　

事業費（ 千円） 72, 734 70, 066

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

持込企画によ り 計画外で実施し たイ ベン ト がある ためです。

目標の実現に向けた今後の取組

体系的・ 計画的な資料の整備を 行う と と も に、 市内各学校や団体と の連携を 推進し て市民及び利用者のニーズや時勢に沿っ た事業・ イ ベン ト 等を 実施し 、 学び

の機会を 提供し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 保健体育総務費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 01保健体育総務費

施策 ２ －２ －１ 　 生涯にわたる スポーツ 活動の推進 創生総合戦略
３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 生涯にわたるスポーツ活動の
推進 子ども のスポーツ活動の推進 ４ 　 魅力と 持続　 ～選ばれるまちづく り に挑
戦するまちへ～ 生涯にわたるスポーツ活動の推進 スポーツや健康づく り に親し
む機会の創出と スポーツ施設の環境整備

事業概要

スポーツ 推進審議会、 スポーツ 推進委員会を 開催し 地域スポーツ の活性化を 推進し ます。 また、 部活動地域移行に向けた検討を 進めるため、 総括コ ーディ ネー

タ ーを 配置し ます。

目的

する ・ 観る ・ 支える スポーツ を 推進する ため、 だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供でき る よ う にスポーツ 推進審議会を 開催し 、 提言や助言を 計画や方

向性に反映さ せ、 効率的で効果的な事業を 実施するため。 また、 スポーツ推進委員会及び部活動地域移行検討委員会において、 地域スポーツ の活性化を 推進し 、

誰も がスポーツ に親し む機会の創出を し 、 また、 子ども を 取り 巻く 地域のスポーツ 環境の充実を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供さ れてい
る 状態

スポーツ 推進審議会等を 開催し ている 状態 スポーツ 推進審議会等を 開催し 、 スポーツ に
だれも が親し める 機会や場の提供を 提供し ま
し た。

活
動
指
標

スポーツ 推進審議会の開催数 ２  回 ２  回

スポーツ 推進委員会の開催数 11 回 11 回

部活動地域移行検討委員会開催数 ２  回 ２  回

事業費（ 千円） 8, 711 7, 527

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

スポーツ 推進審議会やスポーツ 推進委員会を 開催し 、 だれも がスポーツに親し める 機会や場を 提供し てまいり ます。
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1

令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 生涯にわたるスポーツ活動の
推進 子ども のスポーツ活動の推進 ２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行
き来するまちへ～ スポーツを通じ た地域活性化の推進 スポーツを通し た交流の
促進

事業概要

各団体に委託や補助を 行い、 スポーツ に親し む機会の創出や競技力向上のための大会を 開催し ます。

目的

市民がスポーツ に親し むこ と のでき る 機会を 提供する と と も にジュ ニア期から ト ッ プレ ベルに至る 競技力向上のためのスポーツ環境の整備を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに合わせて
出場でき る状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る 状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る よ う 機会の提供と 環境整
備を 行いまし た。

活
動
指
標

市総合体育大会開催回数 １  回 １  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 21, 469 21, 236

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

各種大会ついて、 適切に負担金・ 補助金を 交付し て支援し 、 市内のスポーツイ ベント を 盛り 上げていき ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 スポーツ 団体等育成費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略

３ 　 幸せと 笑顔　 ～安心し て子育てできるまちへ～ 生涯にわたるスポーツ活動の
推進 子ども のスポーツ活動の推進 ４ 　 魅力と 持続　 ～選ばれるまちづく り に挑
戦するまちへ～ 生涯にわたるスポーツ活動の推進 スポーツや健康づく り に親し
む機会の創出と スポーツ施設の環境整備 ２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で
人々が行き来するまちへ～ スポーツを通じ た地域活性化の推進 スポーツを通し
た交流の促進

事業概要

スポーツ 振興の推進及びスポーツ 団体等の育成を 図り ます。

目的

大会参加者、 ボラ ン ティ ア、 応援者、 その他関係者が一体的に共有でき るスポーツ イ ベン ト 等を 通し て、 スポーツ も 観光資源の一つと と ら え交流人口の増加を

図り 、 地域づく り を 目指すため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの団体の活動が推進
さ れている状態

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの活動が推
進さ れている 状態

スポーツ 団体の支援に努め、 専門部会及び指
導者研修会を 開催し スポーツ イ ン テグリ ティ
（ 誠実性、 健全性、 高潔性） の確保に努めま
し た。

活
動
指
標

専門部会開催回数 １  回 １  回

広報誌発行回数 ２  回 ２  回

　 　

事業費（ 千円） 9, 557 8, 357

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も スポーツ 団体を 継続的に支援し 、 各専門部会や指導者研修会を 行いながら 、 スポーツ 活動における 安心・ 安全の確保に努めてまいり ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 体育施設費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 03体育施設費

施策 ２ －２ －１ 　 生涯にわたる スポーツ 活動の推進 創生総合戦略
４ 　 魅力と 持続　 ～選ばれるまちづく り に挑戦するまちへ～ 生涯にわたるスポー
ツ活動の推進 スポーツや健康づく り に親し む機会の創出と スポーツ施設の環境整
備

事業概要

市内公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を する こ と によ り 、 地域のスポーツ 施設の充実を 図り ます。

目的

障がいの有無にかかわら ず全ての市民が安心し てスポーツ 活動を 行える よう 、 公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を するこ と によ り 、 地域のスポーツ 施

設の充実を 図る ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（ 千円） 209, 935 188, 660

理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

公共施設総合管理計画に沿いながら 、 施設の維持・ 管理に努め、 スポーツ 活動の充実を 図り ます。
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令和７ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ事業費 予算科目 01一般会計・ 10 教育費・ 06保健体育費・ 04蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ費

施策
２ －２ －１ 　 生涯にわたるスポーツ活動の推進 ２ －２ －２ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進 創生総合戦略

２ 　 交流と 繋がり 　 ～自由な発想で人々が行き来するまちへ～ スポーツを通じ た
地域活性化の推進 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ整備構想の推進

事業概要

①蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ開発整備に係る課題の調査、 研究を 行う と と も に、 関係機関、 団体等と の連携を 図り 、 も っ て計画構想を 推進し 、 地域経済の

活性化への貢献を 目指し ます。

②Ｚ Ａ Ｏ たいら ぐ ら 、 ク ロ スカ ン ト リ ーコ ース、 グリ ーン グラ ウン ド 、 猿倉イ ベン ト パーク など の蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 適正に管理・ 運営すると と

も に、 合宿性の利便性向上のため必要な備品を 整備し ます。

目的

①ナショ ナルト レ ーニン グセン タ ー競技別強化拠点施設（ 高地ト レ ーニング） 施設と し て指定を 継続さ せながら 、 リ カ バリ ー施設を 加えた蔵王坊平アスリ ート

ヴィ レ ッ ジ施設の利用促進や2025年東京世界陸上競技選手権大会等の国際大会の事前合宿誘致に取り 組むこ と によ り 、 本市における スポーツツ ーリ ズムと し て

交流人口の拡大及び市の競技力向上ひいては日本の国際競技力向上に寄与する ため。

②蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 適正に管理・ 運営し 、 本市における スポーツツ ーリ ズムと し ての交流人口拡大及び市の競技力向上ひいては日本の国際競技

力向上に寄与する ため。

区分 令和７ 年度予算 令和７ 年度実績

目
標

①ナショ ナルト レ ーニン グセン タ ー競技別強化拠点
（ 高地ト レ ーニン グ） 施設と し て指定が継続さ れ、 ジュ
ニアから ト ッ プアスリ ート まで幅広く 利用さ れている
状況。 ②蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ施設が適正に
管理運営さ れ、 幅広く 右肩上がり で利用さ れている状
態。

①NTC指定が継続さ れ、 合宿補助金が活用さ
れている状態。 ②蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ
ジ施設が適正に管理運営さ れ、 利用さ れてい
る 状態。

NTC指定がロ スアン ゼルスオリ ン ピ ッ ク まで
指定継続さ れ、 合宿補助金が活用さ れまし た。
蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ施設を 適正に
管理運営し まし た。

活
動
指
標

中央競技団体を 含めた合宿誘致活動 ２  回 ２  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 47, 213 45, 944
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理由　 ※令和７ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引続き 、 施設の適正な管理運営に努め、 国際的にも 認めら れる 施設を 目指し ます.
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